
令和５年度 重点的な取り組み

１．住民主体の通いの場・

通所付添サポート事業の推進

２．在宅医療・介護連携推進事業

３．認知症施策推進事業

４．生活支援体制整備事業

５．地域ケア会議の推進



１．住民主体の通いの場

通所付添サポート事業の推進



R2.10.1開所 巨瀬地域にて新たな通いの場
（通所型サービスB）運営開始

開催場所「巨瀬地域福祉センター」

実施内容 住民ボランティアにより毎週木曜日に
通所付添サポート事業の実施。ロコモ予防
体操や食事の提供を行っている。

名 称「巨瀬もくもく・ＤＡＹ」

Ⅰ 事業報告（通所型サービスB）

活動実績 ３３回実施、５６２人が利用
（１回あたり平均約１７人が利用）
※令和６年１月末までの活動実績



住民主体の通いの場

R5.3.29開所 有漢地域にて新たな通いの場
（通所型サービスB）運営開始

開催場所「SLOW SPACE みちくさ」
（旧有漢診療所跡地）

実施内容 住民ボランティアにより毎週水曜日に
通所付添サポート事業の実施。ロコモ予防
体操や食事の提供を行っている。

名 称「うかん気楽会」

活動実績 ３９回実施、５７１人が利用
（１回あたり平均約１５人が利用）
※令和６年１月末までの活動実績



健康マージャンの取組 令和5年度～

・健康マージャンは
「金銭を賭けない」「お酒を飲まない」「煙草を吸わない」を
モットーとしており、高齢者の中で特に男性高齢者を通いの場等
に連れ出すことを目的として、全自動麻雀卓を通いの場等に貸し
出す備品として２台購入。

 ・現在、通所型サービスB「うかん気楽会」、認知症カ
フェ「なりわ茶屋」に全自動麻雀卓を貸出し中で、参加者
で健康マージャンに取り組んでいる。



〇通所付添サポーター数：１５３人 （Ｒ６.１.３１時点）

※平均年齢…約６８歳

『通所付添サポート事業 実施団体』
〇巨瀬「巨瀬町通いの場２０２０」・・・通所型サービスBへの付添支援

〇落合「あいあいサポート隊」・・・・ミニデイサービスへの付添支援

〇川上「かわかみお出かけ隊」・・・認知症カフェへの付添支援

〇川面「ソルティール川面」・・・ミニデイサービス及びコミュニティカフェへの

付添支援

〇松原「松原にこにこサポート」・・・ミニデイサービスへの付添支援

〇有漢「つきそい隊うかん」 ・・・通所型サービスBへの付添支援

『通所付添サポーター養成人数』



〇高梁「ホッとたかはし送迎サポート班」： ミニデイサービスへの付添支援

〇津川「きのりんサポート」：ミニデイサービス・カフェへの付添支援

〇中井「ほうこくんつきそい隊」：ミニデイサービス・カフェ・自主リハビリへの付添支援

『令和５年度 通所付添サポート事業実施予定地域』

『令和５年度 通所付添サポート活動実績』 ※R５年１２月末時点

〇巨瀬「巨瀬町通いの場２０２０」・・・３０回運行、３４５人利用（月３～４回運行）

〇落合「あいあいサポート隊」・・・・８回運行、７０人利用（月１回運行）

〇川上「かわかみお出かけ隊」・・・９回運行、６９人利用（月１回運行）

〇川面「ソルティール川面」・・・１５回運行、６８人利用（月２回運行）

〇松原「松原にこにこサポート」・・・８回運行、３７人利用（月１回運行）

〇有漢「つきそい隊うかん」 ・・・３５回運行、３５０人利用（月３～４回運行）



住民主体の通いの場
地域介護予防活動支援事業

元気なからだつくり隊

令和３年度 ２１グループ （４２１人）
令和４年度 ２１グループ （３３５人）
令和５年度 ２２グループ （３３７人）

体力測定実施

令和５年度１８グループで実施（令和４年度１１グループ）

体力測定結果返却時に、新たにセラバンドを使った体操を

運動指導士より実技講習。セラバンド体操DVDを配布



２．在宅医療・介護連携推進事業



医療・介護市民公開講座

目 的 ・在宅医療と介護連携の普及・啓発

・人生会議（ACP）の理解・促進

日 時 令和６年１月２８日(日) 13:30

場 所 高梁総合文化会館 大ホール

内 容 第1部 寸劇上映「人生会議～自分らしく生きるためにⅡ～」

第2部 講演・実演「福祉用具について」

第3部 講演「歯科・口腔ケアについて」

※福祉用具展示・見学会

※医療・介護現場で働く人写真展

参加者 ３１０名



医療・介護市民公開講座



人生会議（ACP）の普及・啓発

・医療・介護市民公開講座で寸劇上映（R6.1.28）

・各種団体等へ講話、人生会議の模擬実践

・行政放送

※人生会議の認知度（人生会議を知っていますか？）



多職種連携研修会の開催

日 時 令和５年１２月１５日（金）19:00～20:40

開催方法 オンライン

講 師 NPO法人 タダカヨ

内 容 医療・介護現場でのICTの利活用

・情報セキュリティを正しく恐れる

・５つのブレイクアウトルーム

参加者 ６５名



多職種連携研修会の開催 アンケート回答48名中
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多職種連携研修会の開催 アンケート回答48名中



ICTを活用した医療・介護連携システムのあり方検討

ラインワークスを活用した

ネットワークシステムの試行、検証

・市内40事業所の参加で試行運用

・フォローアップミーティング

・実務者部会コアメンバー会議で検討

・試行運用アンケート調査

・在宅医療・介護連携推進協議会、実務者部会で協議

＊令和６年４月～ 市内全域で本稼働



高梁かんごねっと（高梁医師会）委託事業

★医療介護連携コーディネーター配置

★看護職、介護職のスキルアップと人材育成

・看護管理者研修 ３回/年

・看護新入職者研修 ３回/年

・プリセプター研修 ２回/年

・看護研究 ３回/年

・フィジカルアセスメント研修 ３回/年

・皮膚・排泄ケア研修 １回/年

・緩和ケア研修 １回/年

・摂食・嚥下研修（多職種研修）１回/年

・認知症研修（多職種研修）１回/年

R５年看護管理者研修会

成果発表会



３．認知症施策推進事業



９月認知症月間を中心とした認知症理解啓発活動の実施

のぼりの設置

高梁市公式YouTube(認知症月間特集)↑

高梁市図書館・各図書室
での認知症フェア

認知症理解普及啓発
ポロシャツの作成・着用 啓発ポスター・啓発ステッカーの掲示

９月認知症月間を中心とした認知症理解啓発活動の実施



９月認知症月間を中心とした認知症理解啓発活動の実施

オレンジガーデニングプロジェクトまちかど相談会

ゆめタウン高梁
ポルカ天満屋ハピータウン

市役所市民ホール
て開催

街頭啓発

オリジナルうちわ作成 パネル展示

９月認知症月間を中心とした認知症理解啓発活動の実施



【配付先】
医療機関（薬局含む）、居宅介護支援事業所、
在宅介護支援センター、小規模多機能型居宅介護、
認知症カフェ、民生委員・主任児童委員、
地域局・市民センター、第２層生活支援コーディネーター

など

【地域包括支援センターでの活用】
・総合相談対応時の活用
・高梁市ホームページでの紹介
・認知症サポーター養成講座等での紹介
・認知症月間でのパネル展示

認知症ケアパスの普及と活用



認知症サポーターステップアップ講座の開催と
オレンジサポーターの育成

備中町布瀬地区
R5.１０.19・R5.１０.26
新規上級者：４名

オレンジサポーター：2名登録

有漢町羽場地区
R5.１０.1３・R5.１２.1
新規上級者：9名

オレンジサポーター：2名登録

希望者対象
R5.12.15・R6.1.19
新規上級者：16名

オレンジサポーター登録：9名



チームオレンジたかはし

「チーム布瀬のわ」
令和４年１１月１日結成

新「チームオレンジ羽場」
令和５年７月１２日結成

「チームオレンジかわかみ」
令和５年３月３日結成



第１回：令和５年８月３１日（木）

第２回：令和５年１１月３０日（木）

第３回：令和６年２月２９日（木）予定

参加者：認知症サポート医３名
認知症初期集中支援チーム員６名

内 容：〇認知症初期集中支援チームの現状と課題

〇事例検討

〇情報交換

認知症初期集中支援チーム対応件数：３件

【新】認知症初期集中支援チーム員連絡会議の開催



４．生活支援体制整備事業



①ボランティア養成講座（５日間）

高梁会場（11月開催） 11名受講
成羽会場（2月開催中） 20名受講中

（高梁会場未受講者含む）

②ボランティア登録者数
２３名（令和５年12月末時点）

③いきいき生活サポーター活動実績
令和４年度 ３名
令和５年度 ５名

いきいき生活サポート事業



５．地域ケア会議の推進



地域ケア会議とは

①個別課題の解決

②地域課題の発見

③地域ネットワークの構築

④地域づくりや資源開発

⑤政策形成

の５つの機能を有し、高齢者が抱える課
題解決に取り組みます。



１）地域包括ケアシステム検討委員会

２）認知症施策推進検討委員会

３）在宅医療・介護連携推進協議会

４）小地域ケア会議



今年度のテーマ

「高齢者の生活を支援するための移動手段は
足りているのか」

地区によって社会資源がちがう。

14地区それぞれの課題に取り組むことが必要
目的によっては解決できる！地区の支援者ともっとつながろう！

・地区の情報や支援、サービスを整理し周知する

・移動販売のルートの調整

・通所付き添いサポート事業をすすめる

・地域の成功例や工夫を共有する

・今あるサービスをなくさない

14地区ミーティングで地区住民や支援者の声を聴く

活動の
ポイント



チラシを作成し地域へ情報を発信する

まちづくり協議会（親和会）から、
外出方法と通いの場への周知

支援者から、ケアマネージャーや
民生委員へ地区の社会資源の周知

日名地区 備中地区



５）個別課題解決のための会議

①地域ケア個別会議

高齢者の自立支援にむけて、要支援１・要支援２の

ケアプランを多職種で検討を行う

個別ケースの課題分析から地域課題の把握を行う

毎月２回開催 計91事例

不足する地域の課題として「居場所・交流の場」

「リハビリの場」「支援者不足」があがった



②多職種事例検討会議

支援が困難な事例に対し、多職種で支援方法を検
討する会議を 必要時随時開催

4月～1月 1事例 ２回

③高齢者虐待コアメンバー会議

虐待が疑われる事例が出た場合、虐待の有無の判
断、初動期の方針決定、役割分担、支援方法の検討
を行う。

４月～２月 １事例



ご清聴ありがとうございました


